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ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進
。

⑤
地
域
観
光
・
推
進
・
育

成
へ
の
構
築

　
　
観
光
事
業
・
資
源
の

開
発
利
用
と
調
査
研

究
。
地
域
の
観
光
事
業

団
体
へ
の
協
力
（
御
坊

市
観
光
協
会
、
日
高
広

域
観
光
振
興
協
議
会
、

御
坊
日
高
博
覧
会
実
行

委
員
会
、
そ
の
他
）
。

ま
た
、
観
光
土
産
品
、

物
産
の
品
質
向
上
と
新

規
物
産
の
開
発
及
び
ブ

ラ
ン
ド
化
の
推
進
、
御

坊
寺
内
町
会
館
の
充
実

と
運
営
、
寺
内
町
へ
の

観
光
客
の
誘
致
・
宣
伝

の
強
化
促
進
（
寺
内
町

マ
ッ
プ
の
作
成
等
）
及

び
第
３
セ
ク
タ
ー
（
印

南
Ｓ
Ａ
等
）
事
業
に
参

加
協
力
。

⑥
地
場
産
業
育
成
の
研
究

と
雇
用
の
創
出

　
　
地
元
企
業
へ
の
雇
用

の
促
進
及
び
地
場
産
業

の
近
代
化
促
進
へ
の
協

力
と
育
成
指
導
や
企
業

誘
致
の
推
進
。
ま
た
、

産
官
学
と
会
員
企
業
の

交
流
・
推
進
。

⑦
防
災
・
減
災
対
策

　
　
南
海
ト
ラ
フ
に
よ
る

津
波
防
災
対
策
へ
の
調

査
研
究
。

　
　
商
工
会
館
屋
上
の
避

難
場
所
と
し
て
の
活

用
、
避
難
訓
練
の
実
施

と
連
携
、
商
工
会
館
に

災
害
時
に
備
え
食
料

品
・
水
等
の
備
蓄
。

　
　
事
業
継
続
力
強
化
支

援
計
画
の
実
施
。

■
日
高
地
方
広
域
圏
内
の

相
互
連
携
に
関
す
る
重

点
事
項

①
町
・
商
工
会
と
の
共
通

目
標
へ
の
連
携
活
動

　
　
観
光
開
発
事
業
の
推

進
・
協
力
、
広
域
圏
内

道
路
網
の
整
備
促
進
協

力
、
津
波
防
災
時
の
連

携
・
協
力
体
制
の
推
進
。

■
関
連
す
る
諸
事
業
に
対

す
る
協
力
重
点
事
項

①
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
、
福
祉
、
教
育
、
文

化
、
地
域
伝
統
芸
能
等

へ
の
参
加
と
振
興
へ
の

協
力
。

②
行
政
の
行
う
諸
行
事
へ

の
協
力
・
参
加
。

③
管
内
各
事
業
所
内
　
人

権
教
育
推
進
へ
の
協
力

④
商
工
会
館
の
有
効
利
用

に
よ
る
地
域
へ
の
協

力
・
各
種
展
示
会
、
講

習
会
、
講
演
会
、
パ
ー

テ
ィ
、
音
楽
会
な
ど
多

目
的
に
利
用
の
推
進

⑤
き
の
く
に
ロ
ボ
ッ
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
継

続
開
催

■
年
度
内
に
お
け
る
商
工

業
振
興
対
策
事
業

①
経
営
発
達
支
援
計
画
事

業
の
実
施

　
　
御
坊
市
と
の
連
携
を

密
に
し
て
の
取
組
み

②
商
店
街
振
興
事
業
の
実
施

③
小
・
中
規
模
企
業
振
興

対
策
に
関
す
る
事
業

   

　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
・
新

し
い
特
産
品
事
業
の
推

進
（
小
規
模
事
業
者
事

続
化
補
助
金
の
推
進
・

伴
走
型
支
援
）
。
空
き

店
舗
対
策
で
、
御
坊

市
・
御
坊
市
商
店
街
振

興
組
合
連
合
会
と
の
協

力
に
よ
り
、
空
き
店
舗

の
減
少
に
努
め
る
。

　
　
中
小
企
業
（
小
規

模
）
事
業
者
の
経
営
、

新
規
創
業
、
事
業
転
換

等
に
つ
い
て
相
談
に
応

じ
る
と
と
も
に
指
導
育

成
に
努
め
、
経
営
改
善

普
及
事
業
を
効
果
的
に

推
進
。

　
　
ま
た
、経
営
・
金
融
・

労
働
・
税
務
・
情
報
化
・

創
業
・
事
業
継
承
・
経

営
革
新
等
に
関
す
る
説

明
会
、講
習
会
、個
別
相

談
会
の
開
催
。 

　
　
経
営
指
導
員
、
経
営

支
援
員
に
よ
る
巡
回
・

窓
口
相
談
・
指
導
業
務

の
推
進
。

④
情
報
、
広
報
活
動
事
業

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
た
タ
イ
ム
リ
ー
な

情
報
発
信
。

⑤
労
務
対
策
に
関
す
る
事
業

　
　
労
務
管
理
の
近
代

化
、
合
理
化
の
指
導
と

協
力
、
高
年
齢
雇
用
継

続
給
付
制
度
・
介
護
休

業
・
育
児
休
業
給
付
制

度
の
周
知
。
新
規
就
職

者
に
対
す
る
訓
練
指
導

講
習
会
の
開
催
（
接
遇

者
訓
練
講
習
会
）
。
労

働
保
険
事
務
組
合
の
運

営
及
び
事
務
代
行
。

　
　
新
規
学
卒
者
及
び
若

年
労
働
者
・
中
高
年
労

働
者
の
地
元
産
業
へ
の

定
着
奨
励
と
協
力(
御

坊
日
高
地
区
雇
用
対
策

協
議
会)

や
企
業
合
同

説
明
会
（
日
高
地
方
Ｕ

タ
ー
ン
フ
ェ
ア
）
へ
の

実
施
・
協
力
。

　
　
会
員
事
業
所
の
優
良

従
業
員
を
表
彰
す
る
。

　
　
専
門
家
に
よ
る
労
務

相
談
会
を
実
施
す
る
。

　
　
労
働
・
社
会
保
険
の

適
用
促
進
に
つ
い
て
積

極
的
に
広
報
に
努
め

る
。

⑥
税
務
、
金
融
対
策
指
導

事
業

  

　
消
費
税
の
中
小
企
業

（
小
規
模
）
事
業
者
の

価
格
転
嫁
状
況
と
そ
の

影
響
に
つ
い
て
調
査
の

実
施
と
と
も
に
、
軽
減

税
率
導
入
に
つ
い
て
の

講
習
会
・
個
別
相
談
会

（
外
部
専
門
事
業
者
に

依
頼
）
の
開
催
。 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
へ

の
取
組
み
に
つ
い
て
、

講
習
会
等
の
開
催
に
よ

り
促
進
を
図
る
。

  

　
小
規
模
事
業
者
経
営

改
善
資
金
融
資
制
度

（
マ
ル
経
融
資
）
を

推
薦
す
る
他
、
国
、

県
、
市
の
各
種
融
資
制

度
の
活
用
を
促
進
。
日

本
政
策
金
融
公
庫
、
商

工
中
金
、
及
び
県
信
用

保
証
協
会
の
利
用
、
斡

旋
紹
介
。

  

　
ま
た
、
税
理
士
に
よ

る
税
務
相
談
、
司
法
書

士
・
行
政
書
士
の
相
談

会
の
実
施
や
記
帳
指

導
、自
主
申
告
・ｅ―

Ｔ

ａ
ｘ
の
奨
励
。源
泉
徴

収
事
務
及
び
青
色
申
告

の
指
導
並
び
に
個
別
継

続
記
帳
指
導
の
推
進
。

■
組
織
強
化
と
財
政
基
盤

の
確
立

　
　
組
織
並
び
に
財
政
基

盤
の
強
化
を
図
る
た

め
、
未
加
入
事
業
所
訪

問
を
積
極
的
に
推
進
し

会
員
増
強
運
動
（
純
増

20
事
業
所
）
を
展
開
。

全
て
の
会
員
事
業
所
を

訪
問
し
、
ニ
ー
ズ
及
び

経
営
課
題
の
把
握
に
努

め
る
。

　
　
ま
た
、
地
域
商
工
業

振
興
の
拠
点
と
し
て
、

商
工
会
館
貸
室
の
利
用

促
進
と
効
率
的
な
運
営

管
理
に
努
め
る
。

（※

事
業
計
画
の
一
部
を

抜
粋
し
、
記
載
し
て
お
り

ま
す
。
）

　
当
会
議
所
の
第
１
３
３

回
通
常
議
員
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
事
業
計
画

で
は
、
地
域
の
中
小
零
細

企
業
の
現
状
を
踏
ま
え
、

行
政
に
対
し
て
意
見
・
要

望
を
訴
え
、
地
域
活
性
化

の
為
の
方
策
、
津
波
防
災

対
策
の
調
査
研
究
に
努

め
、
積
極
的
な
活
動
を
展

開
す
る
。

　
重
点
項
目
と
し
て
は
、

以
下
の
通
り
。

■
重
要
施
策

①
日
高
港
に
つ
い
て

　
　
日
高
港
の
利
用
促
進

（
物
流
の
調
査
研
究
）

と
企
業
誘
致
活
動
の
推

進
。
日
高
港
振
興
協
会

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク

へ
の
協
力
と
支
援
。

②
交
通
・
運
輸
に
関
す
る

諸
事
業
推
進
に
協
力
及

び
意
見
活
動

　
　
紀
勢
道
　
南
紀
田
辺

Ｉ
Ｃ
〜
す
さ
み
南
Ｉ
Ｃ

間
に
追
越
車
線
の
新

設
・
紀
伊
半
島
を
周
回

で
き
る
自
動
車
専
用
道

路
の
早
期
実
現
、
及
び

一
般
道
路
網
の
整
備
促

進
に
関
す
る
意
見
活

動
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
紀
勢

線
の
利
便
性
の
増
進
に

関
す
る
要
望
活
動
。

③
地
域
商
業
の
活
性
化
へ

の
支
援
・
育
成
指
導

　
　
地
域
の
特
産
品
（
新

商
品
の
研
究
）
と
販
路

開
拓
・
展
示
会
の
開
催
。

④
会
員
企
業
の
Ｉ
Ｔ
化
の

推
進

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作

成
及
び
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ 事

業
計
画
決
定

事
業
計
画
決
定

事
業
計
画
決
定

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

　
令
和
５
年
度
商
工
会
議

所
会
費
の
納
付
を
お
願
い

す
る
時
期
と
な
り
ま
し

た
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
４

月
上
旬
に
「
会
費
口
座
振

替
」
の
お
知
ら
せ
を
送
付

し
、
４
月
17
日
（
月
）
に

ご
指
定
の
銀
行
口
座
よ
り

引
き
落
し
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

　
な
お
、
会
費
口
座
振
替

制
度
を
ご
利
用
で
な
い
会

員
様
に
は
、
５
月
上
旬
に

「
会
費
納
入
通
知
書
」
を

送
付
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の

で
、
金
融
機
関
等
で
の
お

振
込
を
お
願
い
致
し
ま

す
。（
振
込
手
数
料
は
貴

社
に
て
ご
負
担
下
さ
い
。）

 

尚
、
ご
連
絡
い
た
だ
け

ま
し
た
ら
集
金
に
お
伺
い

致
し
ま
す
。

　
誠
に
恐
縮
に
存
じ
上
げ

ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協

力
の
方
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
へ

「
会
費
納
入
の
お
願
い
」

建築金物・家庭金物　販売

〒644-0002
和 歌 山 県 御 坊 市 薗 2 7 2
電話：0 7 3 8 － 2 2 － 0 9 7 0
FAX：0 7 3 8 － 2 2 － 0 9 7 0

坂井金物店

官公需適格組合

〒644-0011
御坊市湯川町財部２４０－５宝ビル２階

日高地方石油協同組合

ＴＥＬ ０７３８（２３）２３０６
ＦＡＸ ０７３８（２３）２０４１

たにもと歯科クリニック

〒
和歌山県御坊市薗266‐15
：（ ）
：（ ）

診療時間 月 火 水 木 金 土 日
9:30～13:00 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
15:00～19:00 〇 〇 〇 ー 〇 ー ー
※休診日：日曜・祝日
※最終受付は診療終了30分前
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〇
旭
化
成
㈱
和
歌
山
工
場

　
中
川
　
敦
司

〇
丸
紀
木
材
工
業
㈱

　
前
田
　   

悟

〇
熊
野
御
坊
南
海
バ
ス
㈱

　
川
口
紗
也
加

〇
紀
南
電
設
㈱

　
東
山
　
尚
平

〇
㈱
玉
井
組　

玉
置
　
正
和

〇
㈱
サ
ン
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
小
出
　
恵
子

〇
㈱
谷
口
組　

藤
村
　
義
信

〇
き
の
く
に
信
用
金
庫
　

　
川
﨑
　
淳
子

〇
㈱
日
高
新
報
社

　
畑
中
　
七
恵

表
彰
者
の
記
念
撮
影
を
行

い
ま
し
た
。

　
表
彰
者
は
次
の
方
々
。

【
永
年
勤
続
優
良
従
業
員

表
彰
】

〇
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
㈱

　
輪
宝
　
博
子

〇
ヨ
シ
ダ
エ
ル
シ
ス
㈱

　
出
羽
　
　
剛

〇
大
洋
化
学
㈱

　
井
原
　
朱
音

〇
御
坊
自
動
車
整
備
協
同

　
組
合

　
原
　
　
　
章

〇
タ
ナ
カ
サ
ー
ビ
ス

　
北
岡
　   

賢

〇
紀
州
フ
ァ
ス
ナ
ー
工
業
㈱

　
山
﨑
　
彰
久

〇
南
海
果
工
㈱

　
深
海
　
浩
平

　
３
月
28
日
に
行
わ
れ
た

第
１
３
３
回
通
常
議
員
総

会
に
て
永
年
勤
続
優
良
従

業
員
及
び
役
員
・
議
員
・

職
員
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。

　
表
彰
者
は
役
員
・
議
員

の
盛
大
な
拍
手
に
よ
っ
て

出
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
永

年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰

を
受
け
た
の
は
御
坊
商
工

会
議
所
会
員
事
業
所
に
勤

め
る
成
績
優
秀
な
勤
続
年

数
７
年
以
上
の
従
業
員
の

方
19
名
で
す
。

　
日
本
商
工
会
議
所
か
ら

の
役
員
・
議
員
永
年
勤
続

表
彰
の
紹
介
が
行
わ
れ
た

後
に
永
年
勤
続
優
良
従
業

員
表
彰
者
へ
表
彰
状
と
記

念
品
の
授
与
が
行
わ
れ
、

〇
㈲
ジ
ン
グ
ル

　
杉
本
　
和
美

〇
社
会
福
祉
法
人
博
愛
会

　
平
井
　
知
子

〇
㈲
メ
モ
リ
ア
ル
ウ
エ
ス
ト

　
角      

　
葵

【
第
１
３
５
回
日
本
商
工

会
議
所
役
員
・
議
員
永
年

勤
続
表
彰
】

40
年
表
彰

〇
川
瀬
　
和
男

〇
阪
本
　
仁
志

〇
塩
路
　
哲
英

〇
堀
口
　
森
次

〇
金
谷
　
泰
正

〇
吉
田
　
敏
夫

〇
北
村
　
哲
夫

《
順
不
同
・
敬
称
略
》

　
表
彰
式
の
最
後
に
出
席

し
た
来
賓
や
役
員
・
議
員

突撃！

インタビ
ュー！！

経営指導員

事業所訪問
さいぜ 行くが

御坊には色んなシゴトがあるけれど、その実態がよくわからない。
やりがいや本音、現場の空気がもっと知りたい！

そんな思いに応えてさまざまなシゴトを突撃インタビュー！

●今月の突撃・ターゲット

｢地元食材にこだわる店」

あさの屋
あ　　だち

店主　安達　啓子 さん
けい　　こ

　当商工会議所職員の西瀨紗妃が会員事業所への突撃インタビューを
して、「商売人の声」をお届けいたします。
　今月の訪問は、ホテルセントラル１階にある“あさの屋”に訪問しま
した。
　あさの屋さんは昨年７月に移転オープンしたお店。さっそく新しく
なったあさの屋に入り、店主の安達さんに突撃インタビュー。
　居酒屋めぐりが好きで、料理を作るのも好きだった安達さん。もと
もとは飲食とは全く関係のない仕事をしていたそうですが、知人に飲
食店をやらないかと声をかけられのがきっかけで「あさの屋」を始め
られました。
　最初に「あさの屋」の名前の由来を伺うとご自身のおばあさんのお
名前の「あさのさん」からお名前を頂いたそうです。おばあさんがか
なりの酒豪だったそうで、居酒屋にぴったりな名前だと思いつけたそ
うです。
　今回移転したお店では女性のお客様にもひとりでも訪れやすいよう
にとゆったりとしたカウンターを作り居心地のよい空間となっていま
す。またカウンター内から全ての客席が見渡せるようになっており、
お客様のペースを確認しながら料理を出せるようになっています。
　あさの屋の魅力は何といっても和歌山の素材にこだわった料理！
　地元の漁師さんから直接仕入れたお魚は新鮮でとても美味しく、人
気です。
　他にも季節にあった創作料理もあり、訪れる季節によって違う料理を
楽しむことが出来ます。料理で四季を感じられるっていいですよね。
　そんな今の時期のおすすめは手作りの『えびクリームコロッケ』！
とろっとしたクリームがあふれ出すコロッケはまさに食べるグラタ
ン！まだまだ夜は冷えるこの時期にほっとあったまる一品です。ま
た、移転前から人気の手作り生地のピザは
生地が薄くパリッとしてお酒のアテにぴっ
たりです。（ちなみに西瀬のおススメはさ
きいかの天ぷらです。笑）
　４月は歓迎会の季節。あさの屋で久しぶ
りの歓迎会を開いてみませんか？
　予算や人数に合わせて対応してくれるの
で、一度ご相談してみてください。

所在地　御坊市湯川町財部722-5　ホテルセントラル１階
ＴＥＬ　0738-52-7601
時　間　17：00～21：30
定休日　毎週日曜日
Instagram　＠asanoya_gobo

よ
り
再
度
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
、
永
年
に
渡
り
従

事
し
て
き
た
受
賞
者
の
労

を
ね
ぎ
ら
い
受
賞
を
祝
い

ま
し
た
。

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
及
び

　
　
　
　役
員
・
議
員
・
職
員
表
彰
式

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
及
び

　
　
　
　役
員
・
議
員
・
職
員
表
彰
式

４月13日
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１、使用時間（準備及びあとかたづけを含む）超過の場合は、１時間当りの算出料金を加算。この場合、１時間未満は１時間として計算します。
２、展示会等に伴う使用は、特別使用料金として１日５,５００円をいただきます。
３、警備については、平日午後８時以降１時間当り１,１００円（実費）、及び土曜日、日曜・祝日等の使用は６,６００円（実費）をいただきます。
４、１,０００円以上の入場料、又は入場料に類するものを徴収するときは、使用基本料金の５割増
５、飲酒を伴う集会等の使用料は使用基本料金の５割増
６、マイク設備等備品（備付けの机、椅子は除く）の使用は別途料金をいただきます。
７、当会館建物及び設備、備品を汚損、毀損又は紛失した場合は、その損害を弁償していただきます。

一 般 料 金大 会 議 室
机 　 50
イス　 250

中会議室１
机 　 20
イス 　 60

特別会議室

小会議室１・２
机 　   6
イス 　 20

平　　　日
土・日祝日
平　　　日
土・日祝日

10,800
12,400
8,600
9,900

午　　　前
9:00～12:00

午　　　 後
12:00～17:00

夜　　　 間
17:00～22:00

全　　　日
9:00～22:00

午前・午後
9:00～17:00

午後・夜間
12:00～22:00

6,700
7,800
5,400
6,200

3,300
3,800
2,700
3,100
6,700
7,800
5,400
6,200

13,400
15,500
10,800
12,400
9,400

10,900
7,600
8,700

4,400
5,000
3,600
4,000
9,400

10,900
7,600
8,700

22,800
26,300
18,300
21,100
12,100
14,000
9,700

11,200

5,400
6,200
4,400
5,000

12,100
14,000
9,700

11,200

24,200
27,900
19,400
22,300
16,100
18,700
13,000
14,900

7,700
8,800
6,300
7,100

16,100
18,700
13,000
14,900

33,600
38,700
26,900
31,000
18,800
21,800
15,100
17,400

9,500
11,000
7,700
8,800

18,800
21,800
15,100
17,400

43,000
49,600
34,400
39,700
24,200
27,900
19,400
22,400

12,200
14,000
9,800

11,200
24,200
27,900
19,400
22,400

平　　　日
土・日祝日
平　　　日
土・日祝日

平　　　日
土・日祝日
平　　　日
土・日祝日
平　　　日
土・日祝日
平　　　日
土・日祝日

会員特別料金

一 般 料 金

会員特別料金

中会議室２
机 　 15
イス 　 45

4,600
5,200
3,700
4,200

6,300
7,300
5,100
5,800

8,100
9,300
6,500
7,500

10,900
12,500
8,800

10,000

12,700
14,500
10,200
11,700

16,200
18,700
13,000
15,000

平　　　日
土・日祝日
平　　　日
土・日祝日

一 般 料 金

会員特別料金

一 般 料 金

会員特別料金

一 般 料 金

会員特別料金

（消費税含む）

（R５.４～）

会議室をご利用下さい
御坊商工会議所 会議室使用基本料金表

会議室をご利用下さい
御坊商工会議所 会議室使用基本料金表

会議室をご利用下さい
御坊商工会議所 会議室使用基本料金表

備　品　使　用　料　金
品　　名
使 用 料

有線マイク
１,１００円

ワイヤレスマイク
１,１００円

 プロジェクター
２,２００円

 ピアノ（大会議室のみ）

３,３００円
スクリーン
１,１００円

※マイク類にはマイクスタンドを付けることが可能です。 （消費税含む）

　
安
土
桃
山
時
代
の
名
前

の
由
来
と
な
っ
た
安
土
城

は
、
織
田
信
長
が
最
後
に

建
て
た
城
で
、
滋
賀
県
近

江
八
幡
市
安
土
町
に
あ
る

城
址
に
名
残
を
と
ど
め
て

い
ま
す
。
そ
の
お
膝
元
に

当
た
る
場
所
に
、
織
田
信

長
が
茶
の
湯
の
た
め
に
く

ま
せ
た
湧
き
水
「
梅
の

川
」
が
あ
り
ま
し
た
。
現

在
は
地
下
水
の
水
位
「
梅

の
川
」
の
水
は
枯
れ
て
い

ま
す
が
、
す
ぐ
近
く
に
今

も
こ
ん
こ
ん
と
水
が
湧
い

て
い
る
場
所
が
何
カ
所
も

あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
湧
き
水
ス
ポ
ッ

ト
の
真
上
に
建
て
ら
れ
た

料
亭
で
、
食
事
を
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
地
元

で
採
れ
る
川
魚
や
野
菜
、

果
物
な
ど
を
ラ
ン
チ
の

コ
ー
ス
料
理
で
い
た
だ
い

た
の
で
す
が
、
最
初
に
日

本
酒
を
飲
む
ぐ
い
飲
み
サ

イ
ズ
の
グ
ラ
ス
で
、
厨
房

に
湧
い
て
い
る
水
が
そ
の

ま
ま
何
の
味
付
け
も
せ
ず

に
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
水
の
味
の
微
妙
な
違
い

を
私
が
分
か
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
信
長
も

こ
の
水
の
お
い
し
さ
を
理

解
し
て
わ
ざ
わ
ざ
求
め
て

い
た
の
か
と
思
う
と
、
何

か
貴
重
な
も
の
を
い
た
だ

く
よ
う
な
厳
か
な
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
た
っ
た

一
口
の
水
で
す
が
、
私
に

と
っ
て
は
強
く
記
憶
に
残

る
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
料
亭
で
い
た
だ
い
た

コ
ー
ス
料
理
は
、
ど
れ
も

き
れ
い
な
器
に
盛
り
つ
け

ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
素
材
の
味
を
生
か
し
な

が
ら
見
た
目
も
美
し
く
、

日
本
料
理
の
技
を
駆
使
し

た
良
い
仕
事
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
で
し
た
。
素
材
自

体
は
高
級
な
肉
や
遠
く
か

ら
取
り
寄
せ
た
海
鮮
な
ど

が
使
わ
れ
て
い
る
わ
け
で

な
く
、
あ
く
ま
で
も
地
元

で
そ
の
時
期
に
採
れ
た
旬

の
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

一
つ
ひ
と
つ
の
料
理
を
提

供
す
る
と
き
に
、
ま
だ
若

い
料
理
長
か
ら
そ
の
食
材

や
地
域
の
食
文
化
に
つ
い

て
、
詳
し
い
説
明
が
あ

り
、
地
域
の
自
然
や
季
節

に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち

を
主
客
で
共
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
地
域
の
資
源
を
活
用
し

て
ヒ
ッ
ト
商
品
を
つ
く
る

た
め
に
は
ス
ト
ー
リ
ー
が

重
要
だ
と
、
よ
く
言
わ
れ

ま
す
。私
自
身
も
こ
の
コ

ラ
ム
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま

な
と
こ
ろ
で
、
何
度
も
そ

の
よ
う
に
取
り
上
げ
て
い

ま
す
。「
信
長
の
水
」
体
験

を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と

は
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
体
験

と
し
て
お
客
さ
ん
に
届

き
、
深
く
心
に
刻
ま
れ
る

た
め
に
は
、
も
う
少
し
必

要
な
条
件
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
演
劇

で
い
う
と
脚
本
の
よ
う
な

も
の
で
、
そ
れ
が
観
客
に

届
く
た
め
に
は
、
形
に
し

て
見
せ
る
役
者
や
舞
台
が

必
要
だ
と
い
う
よ
う
な
感

覚
で
す
。
今
回
の
私
の
体

験
に
置
き
換
え
て
み
れ

ば
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
「
信

長
が
追
い
求
め
た
水
の

味
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
形

に
し
た
の
が
「
一
杯
の

水
」
や
「
そ
の
水
で
育
っ

た
地
域
の
野
菜
や
川
魚
」

で
、
さ
ら
に
は
一
つ
ひ
と

つ
の
料
理
に
つ
い
て
語
っ

て
く
れ
る
料
理
長
さ
ん
も

役
者
の
役
割
を
果
た
し
て

く
れ
た
と
い
え
そ
う
で

す
。
舞
台
装
置
に
相
当
す

る
の
は
、
そ
れ
ら
を
い
た

だ
い
た
料
亭
の
快
適
な
空

間
や
、
美
し
い
器
で
し
ょ

う
か
。

　
お
そ
ら
く
、
信
長
の
水

に
相
当
す
る
よ
う
な
ス

ト
ー
リ
ー
を
持
つ
も
の

は
、
全
国
各
地
に
多
数
あ

る
の
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
た
だ
あ
る
だ
け
で
は

宝
の
持
ち
腐
れ
で
す
。
も

し
良
い
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ

る
の
に
う
ま
く
生
か
せ
て

い
な
い
と
感
じ
る
の
で
あ

れ
ば
、
も
う
一
度
、
そ
れ

を
形
に
す
る
役
者
と
、
役

者
と
顧
客
を
つ
な
ぐ
舞
台

が
機
能
し
て
い
る
か
ど
う

か
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

 

日
経
Ｂ
Ｐ
総
合
研
究
所

　
上
席
研
究
員渡

辺
　
和
博

☆☆ ☆☆

お問い合わせは、御坊商工会議所まで（ＴＥＬ２２－１００８）

★珠算・暗算検定

６月11日（日）

級

１・２・３級

試験日 申込期間

４月24日（月）～５月12日（金）

申込期間

５月8日（月）～５月24日（水）

級

段位、珠算１～８級、
　 暗算 　１～６級

★簿記検定

６月25日（日）

試験日

ト
レ
ン
ド
通
信

　「『
信
長
の
水
』を
体
験
し
て
思
っ
た
こ
と
」
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見
を
述
べ
る
こ
と
が
大
切

な
の
で
す
。

　
「
意
見
を
言
わ
な
い
」

↓
「
分
か
っ
て
も
ら
え
な

い
」
↓
「
傷
つ
く
」
↓

「
言
う
の
を
諦
め
る
」
と

い
っ
た
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
こ
の
よ
う
に
自
分
の

意
見
を
言
う
こ
と
を
諦
め

て
し
ま
う
と
、
心
の
中
に

常
に
不
満
や
怒
り
を
た
め

込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
何
か
言
う
こ

と
に
不
安
に
感
じ
る
の

は
、
は
っ
き
り
意
見
を
言

う
の
を
、
わ
が
ま
ま
と
捉

え
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る

か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
「
自
己
主
張
」
と

「
わ
が
ま
ま
」
は
全
く
別

物
で
す
。

　
人
そ
れ
ぞ
れ
、
感
じ
方

も
違
え
ば
意
見
も
違
い
ま

す
。
そ
れ
を
伝
え
な
け
れ

ば
、
実
際
に
は
何
を
考
え

て
い
る
の
か
、
ま
た
求
め

て
い
る
の
か
も
分
か
り
ま

せ
ん
。
相
手
の
都
合
も
考

え
ず
、
一
方
的
に
自
分
の

意
見
を
ま
く
し
た
て
る
だ

け
で
、
相
手
の
意
向
は
無

視
と
な
る
と
わ
が
ま
ま
だ

と
思
い
ま
す
が
、
自
分
の

意
見
は
、
は
っ
き
り
と
伝

え
た
上
で
、
折
り
合
え
る

と
こ
ろ
を
探
し
、
擦
り
合

わ
せ
を
し
て
い
く
こ
と
こ

そ
が
、
人
間
関
係
の
基
本

だ
と
い
う
こ
と
を
ぜ
ひ
心

に
留
め
て
く
だ
さ
い
。
分

か
り
合
え
る
関
係
を
築
く

こ
と
で
、
業
務
も
ス
ム
ー

ズ
に
進
め
た
い
で
す
ね
。 

 

日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ

支
援
機
構

　
代
表
理
事

大
野
　
萌
子

　
「
人
に
振
り
回
さ
れ
や

す
い
人
」
に
あ
り
が
ち
な

の
が
、
何
か
発
言
し
て
も

「
ど
う
せ
理
解
し
て
も
ら

え
な
い
」
「
状
況
は
変
わ

ら
な
い
」
と
い
っ
た
気
持

ち
を
強
く
持
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
要
す
る
に
、
伝

え
る
前
に
諦
め
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
す
。
さ
ら
に

「
言
わ
な
い
人
」
は
、
言

え
な
い
か
ら
こ
そ
、
相
手

に
「
察
し
て
ほ
し
い
」
要

求
を
持
ち
や
す
く
、
期
待

し
て
裏
切
ら
れ
る
と
相
手

の
せ
い
に
し
が
ち
で
す
。

相
手
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か

ら
、
い
つ
も
不
満
や
不
全

感
を
抱
く
こ
と
に
な
り
が

ち
で
す
。

　
日
本
に
は
古
く
か
ら

「
察
す
る
」
と
い
う
文
化

が
あ
り
ま
す
。
で
す
か

ら
、
自
分
か
ら
発
言
し
な

く
と
も
相
手
が
こ
ち
ら
の

表
情
や
態
度
か
ら
理
解
を

示
し
て
く
れ
る
こ
と
が

往
々
に
し
て
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
は
関
係
性

や
相
手
次
第
で
あ
る
上

に
、
必
ず
し
も
常
に
そ
う

し
て
く
れ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
職

場
で
、
こ
れ
を
求
め
て
し

ま
う
の
は
無
理
が
あ
り
ま

す
。
分
か
り
合
う
た
め
に

は
、
自
分
か
ら
率
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御坊商工会議所青年部  情報通信

　

　３月８日（水）に、２月例会として御坊市議会定例会の傍聴に行っ

てきました！市議会日程の関係で３月の開催となりましたが、青年部

からは15名が参加。市議会ではどういう議案が議論され、私たち市民

の意見がどう反映されているのか、市政の内容を傍聴してきました。

この日は一般質問を行う日になり、防災対策や農業政策についての質

疑応答が、終始厳かな雰囲気で行われました。

　３月 25日（土）紀州有田商工会議所において、和歌山県商工会議所青年
部連合会「第６回役員会および第１回役員予定者会」が開催されました。
　今年度最後となる役員会には御坊商工会議所青年部から７名が出
席。令和５年度は海南から県連会長を選任する年となっており、役員
会の最後には御坊YEGの小池延昌県連会長から、海南YEGの小椋孝
也県連会長予定者に県連会長バッジが伝達されました。役員会では小
池県連会長のもと会議が進められ、県連大会や県連ナイトの決算報告
が行われました。

御坊商工会議所青年部
２月例会 御坊市議会定例会傍聴！

和歌山県商工会議所青年部連合会
第６回役員会および第１回役員予定者会議を開催！

環境対応商品
食品容器と包装

TEL.0738（24）1261（日・祝日休み）
営業時間／ AM8:30～PM6:00

御坊市湯川町財部 836-3

電気工事・消防施設工事・
設計施工

本　　　社　御坊市湯川町丸山814-1
TEL 0738-23-2460 FAX 0738-23-3329

伸和電設株式会社
代表取締役　谷本　聖和

MSA-QS-3058

ISO 9001

MS
CM024

令和５年度の雇用保険料率
　令和５年４月１日から令和６年３月31日までの雇用保険料率は以下のとおりです。

●失業等給付等の保険料率は、労働者負担・事業主負担ともに６/1,000に
変更になります（農林水産・清酒製造の事業及び建設の事業は７/1,000
に変更になります。）。

●雇用保険二事業の保険料率（事業主のみ負担）は、引き続き3.5/1,000
です（建設の事業は4.5/1,000です。）。

※園芸サービス、牛馬の育成、酪農、養鶏、養豚、内水面養殖および特定の
船員を雇用する事業については一般の事業の率が適用されます。

負担者
①

労働者負担
②

事業主負担
失業等給付・

育児休業給付の
保険料率

雇用保険
二事業の
保険料率

① + ②
雇用保険料率（失業等給付・

育児休業給付の
保険料率）

事業
の種類

農林水産・
清酒製造の事業

建設の事業 7/1,000

7/1,000

6/1,000

11.5/1,000

10.5/1,000

9.5/1,000

7/1,000

7/1,000

6/1,000

4.5/1,000

3.5/1,000

3.5/1,000

18.5/1,000

17.5/1,000

15.5/1,000

6/1,000

6/1,000

5/1,000

10.5/1,000

9.5/1,000

8.5/1,000

6/1,000

6/1,000

5/1,000

4.5/1,000

3.5/1,000

3.5/1,000

16.5/1,000

15.5/1,000

13.5/1,000（令和４年10月～）

（令和４年10月～）

（令和４年10月～）

一般の事業

（枠内の下段は令和４年10月～令和５年３月の雇用保険料率）
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